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梅
雨
の
時
期
を
迎
え
ま
し
た
が
、
空
は
夏
を
思
わ
せ
る
こ
の
頃
で
す
。
皆
様
に
は
い
か

が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

早
い
も
の
で
、
昨
年
4
月
に
皆
様
の
お
力
で
市
議
会
に
送
り
出
し
て
い
た
だ
い
て
か
ら

1
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
こ
の
1
年
私
に
と
っ
て
は
未
知
の
世
界
で
色
々
私
な
り
に
学
ん
で

き
ま
し
た
。
ま
た
視
野
も
広
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
「
す
べ
て
は
次
世
代
を
担
う
子

ど
も
た
ち
か
ら
始
ま
る
」
と
い
う
こ
と
ば
に
、
大
き
く
う
な
ず
き
教
育
の
大
切
さ
を
痛
感

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
子
ど
も
た
ち
の
未
来
に
責
任
を
持
ち
、
だ
れ
で
も
が
安
心
し

て
平
和
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
全
力
を
尽
く
し
て
い
き
ま
す
。

6
月
7
日
1
口
日

2
0
0
4
年
第
2
固
定
例
議
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

野
村
い
く
よ
、
初
め
て

一
般
質
問
の
機
会
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の

1
年
子
ど
も
を
取
り
巻
く
環
境
も
さ
ら
に
厳
し
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
学
校
の

安
全
確
保
や
児
童
虐
待
の
問
題
を
は
じ
め
、
計
回
件
の
質
問
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

主
な
質
問
事
項
は
・
..
 

・
通
学
区
域
制
度
の
弾
力
的
運
用
に
つ
い
て

生
活
実
態
調
査
に
つ
い
て

ー

ベ

/

・
子
育
て
支
援
や
児
童
虐
待
防
止
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
つ
い
て

・

P
刈
け
別
立

障
害
者
の
雇
用
や
作
業
所
に
つ
い
て

伺

子

干
注

工

・
ま
ち
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
つ
い
て

、

a，
!
大
、¥
1凡
世
主

・
人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
に
つ
い
て

¥

・

(

バ

・
男
女
共
同
参
画
事
業
に
つ
い
て

.

な
ど
で
す
。

答
弁
を
い
た
だ
い
て
か
ら
、

7
点
に
わ
た
り
要
望
を
し
て
お
わ
り
ま
し
た
。

常
任
委
員
会
は
、
今
年
度
は
建
設
常
任
委
員
会
に
所
属
し
て
い
ま
す
。
重
点
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
「
新
火
葬
場
建
設
及
び
周
辺
整
備
」
「
第
2
清
掃
工
場
建
設
及
び
周
辺
整
備
」
は

こ
の
委
員
会
で
話
し
合
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
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野村いくよ後援会ニュース ~ 

小学校校門への人的配置について
不審者侵入に対する安全対策として、現在常時校門施錠などを実施されていますが、

校門への人的配置がさ5に有効であると考えています。本市における学校園の安全
対策についてお聞かせ願います。

現在、学校園では、安全対策として校門を施錠するとともに、教職員による登下校時の校門指導

や防犯訓練を実施するなど、保護者・地域の方々の協力もいただきながら、子どもの安全確保に

取り組んでいるところです。さらに、すでに設置しておりますモニターっきインターホンに加え

て、オートロック装置をモデル校3校に設置し、検証してきましたが、その結果、全小学校の校

門にオートロック装置を設置することにしました。なお、今後オートロック装置を検証する中で

さらに安全対策のあり方について研究してまいります。

本当に子どもたちの安全を考えるなうばやはり人が校門に配置されるととが有効で

あることはいうまでもないと思います。また遅れてくる児童・生徒や耳の不自由な

方の場合、インターホンではなく、誰かがじかに対応できることが望まれます。府

内でもいくつかの市で小学校校門に人的配置がされています。本市においてもしっ

かり検証していただき、小学校校門に人が配置されることを強く要望しておきます。

詳しくは次回のニュースまたはHPをご覧ください。
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なたにや正義が
めざす社会
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